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社会福祉法人 梅生会 基本方針 

 

  【法人理念】 

ご利用者様とご家族様、地域の皆様、そして職員が共に 

「日々是好日」であることを 願いといたします 

   日々是好日とは… 

    太陽のように いつでも どこでも どなたにも 明るく温かく接し 

     かけがえのない命を尊び かけがえのない日々を 大切にすること 

 

  【運営方針】 

  ①ご利用者様の人格と意志を尊重し、常にその立場に立って、 

   安心して楽しく快適に暮らせる生活環境と家庭的雰囲気づくりに努力いたします。 

  ②ご利用者様の日常生活能力及び向上意欲をお助けし、 

   心をこめて介護とお世話をさせていただきます。 

  ③職員一人一人が資質の向上、研鑽に励み、 

   暖かいサービス精神と責任感をもって業務に当たります。 

  ④ご家庭との連携を密にし、地域との交流を図り、在宅福祉サービスの拡充、 

   地域福祉の向上に努めます。 

  ⑤市区町村等保険者はじめ、他の保険医療福祉サービス提供事業者との 

   密接な連携に努めます。 

 

  【職員心得】 

  一、私たちはお互いに ありがとうと言い ありがとうと言われて働けることをよろこびといたします 

  一、私たちはお互いに 微笑みかけ 微笑みかけられて 笑顔あふれる職場を作ります 

  一、私たちはお互いに 敬い 敬われて 切磋琢磨することを誇りといたします 

  一、私たちはお互いに 支え 支えられて 感謝と奉仕の心を持ち続けます 

  一、私たちはお互いに 社会人としての務めやルールを守ります 

 

 

１ 

   



【実施事業】                                   

  （第１種社会福祉事業） 

    〇特別養護老人ホーム好日の園（介護老人福祉施設）    １１７床 

 

  （第２種社会福祉事業） 

    〇好日の園短期入所サービス 

     （短期入所生活介護及び介護予防短期入所生活介護）    １２床 

    〇好日の園デイサービスセンターサンテ 

     （通所介護及び総合事業）                ３５人 

    〇好日の園ホームヘルプサービス（訪問介護及び総合事業） 

 

  （公益事業） 

    〇介護付有料老人ホーム太陽（特定施設入居者生活介護及び  ２６室 

    介護予防特定施設入居者生活介護） 

    〇好日の園居宅介護支援サービスセンター（居宅介護支援） 

 

  （鹿島市委託事業） 

    〇好日の園配食サービス 

                               令和 6年 4月 1日現在 

 

 

  【ロゴマーク、スローガン】  
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社会福祉法人梅生会 役員等名簿 

                                       （令和６年４月１日現在） 

 

 

 

３ 

職 名 氏 名 任 期 

《理 事》 8 名 

理事長 住江 潤子 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

副理事長 住江 一郎 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

理 事 矢野 善紀 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

理 事 森田 正孝 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

理 事 中村 博之 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

理 事 中島 雅人 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

常務理事 小池 伸拡 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

理 事 乙坂 紀成 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

《監 事》 2 名 

監 事 白川 秀樹 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

監 事 打上 俊雄 Ｒ5,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

《評議員》 9 名 

評議員 冨永 寅雄 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

評議員 藤永 勝之 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

評議員 中村 一之 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

評議員 中村真知子 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

評議員 武藤 恭子 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

評議員 田中真寿美 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

評議員 鍋島恵美子 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

評議員 杉町 尚俊 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

評議員 末次 利男 Ｒ4,8,2～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

《評議員選任・解任委員》 3 名 

委 員 栢森 久 Ｒ4,6,30～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

委 員 打上 俊雄 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

委 員 田雑 秀晴 Ｒ3,6,26～Ｒ7,6（定時評議員会終結の時）まで 

《第三者委員》 2 名 

委 員 寺田 恵子  

委 員 森 千枝子  



 

○令和 5年度会議等開催状況 

 

 

４ 

日時 会議名 議題 

令和 5年 

5月 29日 

監事監査 令和４年度 事業報告並びに収支決算について 

6月  8日 第 1回理事会 報告事項 ・理事長及び業務執行理事の職務執行状況の報告 

決議事項 ・令和 4年度 事業報告 

       ・令和 4年度 収支決算報告 

       ・経理規程の一部改定 

       ・給与規程の一部改定 

       ・定款の一部改定 

       ・役員報酬規程の一部改定 

       ・評議員会に提出する次期理事及び監事候補者の決定 

       ・定時評議員会招集について 

6月 26日 定時評議員会 報告事項 ・令和 4年度 事業報告 

決議事項 ・令和 4年度 収支決算 

       ・定款の一部改定 

       ・役員報酬規程の一部改定 

       ・次期理事及び監事の選任 

6月 26日 第 2回理事会 

(みなし決議) 

決議事項 ・理事長及び副理事長、常務理事の選任 

7月 22日 第 3回理事会 

(みなし決議) 

決議事項 ・評議員会の招集について 

       ・介護福祉士実務者研修受講貸付利用に伴う連帯保証について 

7月 28日 第 2回評議員会 

（みなし決議） 

決議事項 ・副理事長の役員報酬 

１１月 20日 監事監査 令和５年度上半期 業務監査並びに会計監査 

12月 19日 第 4回理事会 報告事項 ・理事長及び業務執行理事の職務執行状況の報告 

       ・監事監査報告 

決議事項 ・第 1回収支補正予算 

       ・給与規程の一部規程 

令和 6年 

3月 19日 

第 5回理事会 報告事項 ・理事長及び業務執行理事の職務執行状況の報告 

決議事項 ・第 2回収支補正予算 

       ・令和 6年度 事業計画 

       ・就業規則の一部改定 

       ・給与規程の一部改定 

       ・運営規程の一部改定 

法人本部 

 



○梅生会組織図（R6,6,1） 
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〇職員配置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○外国人職員の在籍状況（R6,4,1）                      （人） 

 ミャンマー ベトナム インドネシア 合計 

職員（短大卒業後就職） ３ - - ３ 

特定技能 ４ ２ ２ ８ 

技能実習生 ４ - - ４ 

留学生（アルバイト） ４ - - ４ 

 １５ ２ ２ １９ 

＊令和 5年度の外国人退職者 6人（職員 2人、特定技能 4人） 

 

○採用活動(面接会・企業紹介)実績 
 

5 月 10日 会社説明会（在ミャンマー来日希望者） 

  6 月 25日 県内企業説明会 

  7 月 20日 福祉のお仕事合同就職面接会 

  8 月 10日 UJI ターン合同企業説明会 

  11 月 13 日 介護職員面接会 

  12 月 8日 高校生のための県内企業合同説明会 

  2 月 6日  鹿島市企業説明会 

他、県内高校、短大大学等へ訪問、求人票提出                        

    

６ 

（　）内は異動職員

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

・　採用者 ・　退職者

特別養護老人ホーム　介護職員 … 特別養護老人ホーム　施設管理職員 …
居宅介護支援　介護支援専門員 … 特別養護老人ホーム　看護職員 …
デイサービス　看護職員 … 特別養護老人ホーム　介護職員 …

デイサービス　介護職員 … デイサービス　看護職員 …
デイサービス　運転手 … デイサービス　介護職員 …
有料老人ホーム　介護職員 … 有料老人ホーム　調理員 …

計　22人 計　26人

1人 2人
1人 1人
1人 3人

1人 17人

計 147 22 9 26 9 143

17人 1人
1人 2人

3

有料老人ホーム 18 1 3 3 2 17

配食サービス 3 0 0 0 0

5

デイサービス 17 3 2 3 2 17

ホームヘルプサービス 5 0 0 0 0

97

居宅介護支援サービス 4 1 1 0 2 4

特別養護老人ホーム 100 17 3 20 3

　　　　　　　　　　　　項目
事業

年度初職員数 (R5.4.1～R6.3.31) 年度末職員数

(R5.4.1採用不含) 採用 退職 (R6.3.31退職不含)



 〇令和 5年度 寄附金受入状況                          （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、ご家族様より食品等を 9件、企業よりお花を 12件、地域の方より装飾品を 9件 

頂いている。お花や装飾品については施設内にて掲示し、食品については食管理課にて調理し 

ご利用者様へのお食事の一品としてお出しした。 

 

 

 

 

 

 

７ 

寄　付　者 ご利用者 金　額 備　考

6 月 18 日 竹下靖枝 竹下和江 10,000 特養利用者家族

7 月 16 日 竹下靖枝 竹下和江 10,000 特養利用者家族

9 月 2 日 谷川香 谷川香 50,000 特養利用者入居

10 月 25 日 竹下靖枝 竹下和江 10,000 特養利用者家族

10 月 26 日 松本和雄 松本ロク 30,000 特養利用者遺族

10 月 31 日 志田和昭他妹弟一同 志田スマエ 3,000,000 特養利用者遺族

12 月 13 日 山口雅髙 30,000 住江理事長従兄弟

12 月 18 日 古枝地区振興会女性部 10,000

12 月 23 日 竹下靖枝 竹下和江 10,000 特養利用者家族

12 月 27 日 武富由樹 武富きよ子 2,000 特養利用者家族

2 月 1 日 川﨑哲治 川﨑寅男 5,000 特養利用者遺族

2 月 23 日 吉良泰文 吉良教子 50,000 特養利用者遺族

3 月 6 日 住江潤子 30,000 梅生会理事長

3 月 13 日 住江一郎 80,000 梅生会副理事長

3 月 16 日 竹下靖枝 竹下和江 10,000 特養利用者家族

3 月 23 日 谷川香 谷川香 50,000 特養利用者転居

3 月 29 日 住江潤子 230,000 梅生会理事長

3,617,000

令和５年度　寄附金受入状況

日　付

R5,12,18 古枝地区振興会女性部様より 



○地域交流、委嘱実績、委員派遣、職員間交流など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

R5, 6,13 北鹿島地区  区長・民生委員の皆様 見学会（大手門事業本部） 

R5, 6,16 大韓民国 全羅南道高興郡  高興郡社会福祉協議会様 視察（古枝事業本部） 

R5, 6,23～（毎週金曜日）  デイサービスサンテ・有料老人ホーム太陽 

外部ボランティア講師（鹿島市レクレーション協会山口清美様）による 体操・レクレーション  

 

R5, 8,21 鹿島市教職員向け仕事巡りツアー（約 20 人） 鹿島市産業支援課 

 

 
R5, 9,18 令和 5年度古枝地区敬老会 余興の部に参加 

 

 

R5,10,22 古枝地区運動会（古枝住宅在住外国人 4 人参加） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の 5類移行を機に、これまで長らくできずにいた地域との交流を再開している。 

 

 

○委員委嘱、派遣、役員等実績 

佐賀県認知症介護指導者 （小池浩文） 

杵藤地区介護保険認定審査会委員 （乙坂紀成） 

鹿島市地域ケアネットワーク会議委員 （田﨑留美） 

鹿島市要保護者等地域対策協議会委員 （乙坂紀成） 

鹿島市生活支援体制整備事業 第 1層協議体委員 （乙坂紀成） 

認知症キャラバンメイト（永渕修平、熊本さゆり） 

 

 

 

９ 

R5,12,10 古枝ふれあい祭り（作品出品、運営ボランティア派遣） 

 

 

R5,11,11 赤い羽根共同募金街頭募金協力員派遣 

 

 
R5,12, 2  仕事めぐりツアー（親子向け 16人）鹿島市産業支援課 

 

 

R5,12,18 古枝振興会女性部様より ご寄附 

 

 
R6,3,17／3,20 桜を見る会（好親会主催 職員昼食会） 

 

 



○施設外研修等参加実績 
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予
防

勉
強

会

～
 
認

知
機

能
低

下
予

防
に

向
け

て
の

生
活

改
善

と

「
シ

ナ
プ

ソ
ロ

ジ
ー

」
の

体
験

 
～

令
和

５
年

度
 
第

２
回

生
活

相
談

員
連

絡
会

合
同

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

（
w
e
b
）

5
/
1
6

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

令
和

５
年

度
 
第

１
回

 
看

護
職

員
連

絡
会

（
w
e
b
）

6
/
6

6
/
6

好
日

の
園

令
和

５
年

度

企
業

と
高

校
の

情
報

交
換

会

令
和

５
年

度
 
第

１
回

認
知

症
介

護
指

導
者

会
議

（
w
e
b
）

令
和

５
年

度
 
佐

賀
県

老
人

福
祉

施
設

協
議

会

第
１

回
総

会

令
和

５
年

度
 
公

正
採

用
選

考
人

権
啓

発
推

進
員

研
修

会
 
及

び

令
和

６
年

３
月

新
規

学
校

卒
業

予
定

者
を

対
象

と
す

る
求

人
説

明
会

武
雄

市

令
和

５
年

度
 
第

２
回

認
知

症
介

護
指

導
者

会
議

（
w
e
b
）

令
和

５
年

度
 
社

会
福

祉
法

人
会

計
実

務
講

座

中
級

ｺ
ｰ
ｽ
【

施
設

会
計

】
 
①

②
③

鹿
島

商
工

会
議

所

鹿
島

市
企

業
説

明
会

【
事

前
説

明
会

】

衆
議

院
議

員
秘

書
 
並

び
に

 
元

国
務

大
臣

秘
書

官

田
雑

正
信

氏
受

賞
祝

賀
会

5
/
1
6

6
/
7

8
/
3
0

8
/
3
0

8
/
1
0

佐
賀

県
介

護
支

援
専

門
員

協
議

会
 杵

藤
地

区
支

部
研

修
会

（
佐

賀
県

地
域

医
療

介
護

総
合

確
保

基
金

事
業

）

令
和

５
年

度
 
第

１
回

認
知

症
介

護
実

践
リ

ー
ダ

ー
研

修
講

師

鹿
島

市

「
自

立
支

援
型

地
域

ケ
ア

個
別

会
議

」

令
和

５
年

度

社
会

福
祉

法
人

会
計

実
務

講
座

 
初

級
ｺ
ｰ
ｽ
 
①

②
③

栄
養

士
調

理
員

連
絡

会

【
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
・

全
体

会
】

（
w
e
b
）

1
0
/
4

1
1
/
1
9

1
1
/
1
9

介
護

予
防

に
係

る
専

門
職

の
人

材
育

成
研

修
会

②

令
和

５
年

度
 
佐

賀
県

高
齢

者
虐

待
防

止
研

修

養
介

護
施

設
従

事
者

等
に

対
す

る
高

齢
者

虐
待

防
止

研
修

（
施

設
長

等
向

け
）

第
1
8
回

 
こ

こ
ろ

合
同

秋
祭

り

好
日

の
園

外
国

人
介

護
人

材
受

け
入

れ

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
（

w
e
b
）

1
0
/
3
1

令
和

５
年

度
 
第

２
回

鹿
島

市
地

域
ケ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議

赤
い

羽
根

共
同

募
金

街
頭

募
金

在
宅

に
お

け
る

高
齢

者
虐

待
防

止
と

家
族

支
援

の

た
め

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
会

（
w
e
b
）

介
護

職
員

就
職

面
接

会

【
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
】

令
和

５
年

度

実
務

研
修

実
習

指
導

者
研

修
会

施
設

外
研

修
施

設
外

研
修

高
校

生
の

た
め

の
県

内
企

業
合

同
説

明
会

（
w
e
b
）

（
公

社
）

佐
賀

県
栄

養
士

会

令
和

５
年

度
 
福

祉
事

業
部

 
第

１
回

研
修

会

九
州

電
力

（
株

）

業
務

用
厨

房
セ

ミ
ナ

ー
（

集
合

）

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

研
修
名

研
修
名

令
和

５
年

度

新
規

介
護

認
定

調
査

員
研

修
会

初
心

者
向

け
！

I
n
s
t
a
g
r
a
m
活

用
セ

ミ
ナ

ー

2
0
2
3
年

度
 
佐

賀
県

内
介

護
事

業
所

と
留

学
生

と
の

ﾏ
ｯ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
事

業

佐
賀

女
子

短
期

大
学

 
地

域
み

ら
い

学
科

 
福

祉
と

ｿ
ｰ
ｼ
ｬ
ﾙ
ｹ
ｱ
ｺ
ｰ
ｽ

「
2
0
2
3
年

度
外

国
人

介
護

留
学

生
と

県
内

介
護

事
業

所
の

ﾏ
ｯ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
事

業
」

説
明

会

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

令
和

５
年

度
 
第

２
回

 
人

材
育

成
委

員
会

令
和

５
年

度
 
社

会
保

険
事

務
講

習
会

「
新

規
適

用
･
新

任
担

当
者

の
た

め
の

基
礎

講
座

」

令
和

５
年

度
 
第

１
回

鹿
島

市
地

域
ケ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
令

和
５

年
度

 
県

内
高

校
生

等
の

保
護

者
の

た
め

の

県
内

企
業

合
同

説
明

会
 
事

前
セ

ミ
ナ

ー

令
和

５
年

度
 
簡

易
水

道
･
小

規
模

水
道

組
合

長

及
び

 
専

用
水

道
担

当
者

会
議

好
日

の
園

令
和

５
年

度
 
第

１
回

生
活

相
談

員
連

絡
会

合
同

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

（
w
e
b
）

厚
生

労
働

省

佐
賀

労
働

局
委

託
若

年
者

地
域

連
携

事
業

「
U
J
I
タ

ー
ン

合
同

企
業

説
明

会
」

8
/
1
0

令
和

５
年

度
 
福

祉
従

事
者

研
修

【
階

層
別

】

指
導

的
職

員
研

修
（

w
e
b
）

令
和

５
年

度
 
福

祉
従

事
者

研
修

【
課

題
別

】

B
C
P
(
業

務
継

続
計

画
)
研

修
（

w
e
b
）

令
和

５
年

度

企
業

ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｸ
ﾗ
ｽ
人

権
･
同

和
問

題
研

修
会

令
和

５
年

度

認
知

症
キ

ャ
ラ

バ
ン

･
メ

イ
ト

連
絡

会

令
和

５
年

度

介
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
者

等
に

係
る

集
団

指
導

（
ﾍ
ﾙ
ﾌ
ﾟ
）

令
和

５
年

度
 
介

護
実

習
連

絡
協

議
会

【
西

九
州

大
学

短
期

大
学

部
】

令
和

５
年

度

介
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
者

等
に

係
る

集
団

指
導

（
ﾃ
ﾞ
ｲ
）

令
和

５
年

度

介
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
者

等
に

係
る

集
団

指
導

（
有

老
）

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

令
和

５
年

度
 
危

機
管

理
研

修
会

（
w
e
b
）

初
心

者
向

け
！

I
n
s
t
a
g
r
a
m
活

用
セ

ミ
ナ

ー

佐
賀

市
令

和
５

年
度

 
第

１
回

福
祉

の
お

仕
事

合
同

就
職

面
談

会
高

齢
者

福
祉

施
設

等
感

染
症

対
策

研
修

会

「
高

齢
者

福
祉

施
設

等
に

お
け

る

感
染

対
策

に
つ

い
て

」
9
/
5

9
/
5

令
和

５
年

度

全
国

労
働

衛
生

週
間

説
明

会

介
護

職
員

就
職

面
接

会

【
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
】

西
九

州
短

期
大

学
 
令

和
6
年

度
入

学
予

定
の

留
学

生
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
施

設
ご

応
募

施
設

様
対

象
(
佐

賀
県

介
護

福
祉

士
修

学
貸

付
金

保
証

施
設

)
抽

選
会

看
護

職
員

連
絡

会
（

w
e
b
）

施
設

外
研

修
施

設
外

研
修

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

令
和

５
年

度
 
介

護
職

員
等

に
よ

る
喀

痰
吸

引
等

実
施

の

た
め

の
研

修
(
不

特
定

)
指

導
者

ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
講

習

特
定

給
食

施
設

栄
養

管
理

従
事

者
研

修
会

（
w
e
b
）

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

令
和

５
年

度
 
第

３
回

 
人

材
育

成
委

員
会

（
w
e
b
）

老
施

協
 
次

世
代

部
会

・
生

活
相

談
員

連
絡

会

合
同

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

（
w
e
b
）

「
介

護
の

日
」

相
談

会

ｽ
ﾁ
ｺ
ﾝ
使

い
こ

な
し

が
学

べ
る

！

ｸ
ﾘ
ｽ
ﾏ
ｽ
ﾒ
ﾆ
ｭ
ｰ
と

ｱ
ﾚ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
対

応
の

お
や

つ
i
n
福

岡

佐
賀

市

6
/
2
3

6
/
2
3

佐
賀

市

6
/
2
5

6
/
2
5

令
和

５
年

度

県
内

高
校

生
等

の
保

護
者

の
た

め
の

県
内

企
業

合
同

説
明

会

佐
賀

市

7
/
2
0

7
/
2
0

佐
賀

市
令

和
５

年
度

佐
賀

県
経

営
協

セ
ミ

ナ
ー

（
前

期
）

7
/
3
1

7
/
3
1

7
/
3
1

7
/
3
1

佐
賀

県
社

会
福

祉
法

人
経

営
者

協
議

会

令
和

５
年

度
「

第
１

回
総

会
」

佐
賀

市

嬉
野

市
令

和
５

年
度

要
介

護
認

定
調

査
員

現
任

研
修

会
1
2
/
8

1
2
/
8

鹿
島

市
第

3
3
回

古
枝

ふ
れ

あ
い

ま
つ

り
1
2
/
1
0

1
2
/
1
0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開
始
日

終
了
日

職
種

参
加
者

場
所

開
始
日

終
了
日

職
種

参
加
者

場
所

4
/
1
4

4
/
1
4

居
宅

介
護
支
援
専
門
員

熊
本

 
さ

ゆ
り

鹿
島

市
7
/
2
0

7
/
2
0

食
管
理
部
 主

任

管
理
栄
養
士

馬
場

 
穂

波
鹿

島
市

4
/
1
9

4
/
1
9

法
人
本
部

総
務
部
 事

務
員

小
森

 
美

咲
武

雄
市

7
/
2
7

7
/
2
7

居
宅
 課

長
（
管
理
者
）

主
任
介
護
支
援
専
門
員

田
﨑

 
留

美
鹿

島
市

4
/
2
1

4
/
2
1

人
財
本
部

本
部
長

中
山

 
優

子
佐

賀
市

理
事
長

住
江

 
潤

子

5
/
8

5
/
8

法
人
本
部

本
部
長

田
雑

 
秀

晴
鹿

島
市

副
理
事
長

住
江

 
一

郎

入
居

者
生

活
支

援
部

 
主

任

兼
 
人

材
本

部
外

国
人

担
当

 
主

任
渕

野
 
美

由
紀

理
事
長

住
江

 
潤

子

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

入
居

者
生

活
支

援
部

生
活

相
談

員
武

藤
 
朋

美
副
理
事
長

住
江

 
一

郎

5
/
1
7

5
/
1
7

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
居
者
生
活
支
援
部
 部

長
小

池
 
浩

文
好

日
の

園
8
/
3

8
/
3

人
財
本
部

本
部
長

中
山

 
優

子
佐

賀
市

5
/
1
9

5
/
1
9

人
財
本
部

本
部
長

中
山

 
優

子
武

雄
市

8
/
9

8
/
9

総
施
設
長

乙
坂

 
紀

成
好

日
の

園

5
/
1
9

5
/
1
9

人
財
本
部

本
部
長

中
山

 
優

子
武

雄
市

人
財
本
部

本
部
長

中
山

 
優

子

5
/
2
4

5
/
2
4

総
施
設
長

乙
坂

 
紀

成
佐

賀
市

入
居

者
生

活
支

援
部

 
主

任

兼
 
人

材
本

部
外

国
人

担
当

 
主

任
渕

野
 
美

由
紀

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

看
護
部
 部

長
田

島
 
如

美
副
理
事
長

住
江

 
一

郎

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

看
護
部
 課

長
熊

本
 
由

美
子

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

介
護

部

介
護

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

増
山

 
豊

居
宅

介
護
支
援
専
門
員

内
田

 
己

雪
8
/
1
8

8
/
1
8

人
財
本
部

本
部
長

中
山

 
優

子
佐

賀
市

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ン
テ
 看

護
職
員

福
市

 
安

子
8
/
2
1

8
/
2
1

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ン
テ
 管

理
者

永
渕

 
修

平
佐

賀
市

6
/
8

6
/
8

法
人
本
部
 総

務
部

施
設
管
理
 主

任
倉

﨑
 
光

鹿
島

市
法
人
本
部

副
本
部
長

藤
井

 
宏

武

6
/
1
2

6
/
1
2

法
人
本
部

総
務
部
 事

務
員

小
栁

 
さ

や
か

武
雄

市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
居
者
生
活
支
援
部
 部

長
小

池
 
浩

文

6
/
1
6

6
/
1
6

居
宅

介
護
支
援
専
門
員

熊
本

 
さ

ゆ
り

鹿
島

市
8
/
2
2

8
/
2
2

法
人
本
部

副
本
部
長

藤
井

 
宏

武
佐

賀
市

6
/
2
1

6
/
2
1

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
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受

け
入

れ

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
（

w
e
b
）

1
0
/
3
1

令
和

５
年

度
 
第

２
回

鹿
島

市
地

域
ケ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議

赤
い

羽
根

共
同

募
金

街
頭

募
金

在
宅

に
お

け
る

高
齢

者
虐

待
防

止
と

家
族

支
援

の

た
め

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
会

（
w
e
b
）

介
護

職
員

就
職

面
接

会

【
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
】

令
和

５
年

度

実
務

研
修

実
習

指
導

者
研

修
会

施
設

外
研

修
施

設
外

研
修

高
校

生
の

た
め

の
県

内
企

業
合

同
説

明
会

（
w
e
b
）

（
公

社
）

佐
賀

県
栄

養
士

会

令
和

５
年

度
 
福

祉
事

業
部

 
第

１
回

研
修

会

九
州

電
力

（
株

）

業
務

用
厨

房
セ

ミ
ナ

ー
（

集
合

）

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

研
修
名

研
修
名

令
和

５
年

度

新
規

介
護

認
定

調
査

員
研

修
会

初
心

者
向

け
！

I
n
s
t
a
g
r
a
m
活

用
セ

ミ
ナ

ー

2
0
2
3
年

度
 
佐

賀
県

内
介

護
事

業
所

と
留

学
生

と
の

ﾏ
ｯ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
事

業

佐
賀

女
子

短
期

大
学

 
地

域
み

ら
い

学
科

 
福

祉
と

ｿ
ｰ
ｼ
ｬ
ﾙ
ｹ
ｱ
ｺ
ｰ
ｽ

「
2
0
2
3
年

度
外

国
人

介
護

留
学

生
と

県
内

介
護

事
業

所
の

ﾏ
ｯ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞ
事

業
」

説
明

会

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

令
和

５
年

度
 
第

２
回

 
人

材
育

成
委

員
会

令
和

５
年

度
 
社

会
保

険
事

務
講

習
会

「
新

規
適

用
･
新

任
担

当
者

の
た

め
の

基
礎

講
座

」

令
和

５
年

度
 
第

１
回

鹿
島

市
地

域
ケ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
令

和
５

年
度

 
県

内
高

校
生

等
の

保
護

者
の

た
め

の

県
内

企
業

合
同

説
明

会
 
事

前
セ

ミ
ナ

ー

令
和

５
年

度
 
簡

易
水

道
･
小

規
模

水
道

組
合

長

及
び

 
専

用
水

道
担

当
者

会
議

好
日

の
園

令
和

５
年

度
 
第

１
回

生
活

相
談

員
連

絡
会

合
同

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

（
w
e
b
）

厚
生

労
働

省

佐
賀

労
働

局
委

託
若

年
者

地
域

連
携

事
業

「
U
J
I
タ

ー
ン

合
同

企
業

説
明

会
」

8
/
1
0

令
和

５
年

度
 
福

祉
従

事
者

研
修

【
階

層
別

】

指
導

的
職

員
研

修
（

w
e
b
）

令
和

５
年

度
 
福

祉
従

事
者

研
修

【
課

題
別

】

B
C
P
(
業

務
継

続
計

画
)
研

修
（

w
e
b
）

令
和

５
年

度

企
業

ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｸ
ﾗ
ｽ
人

権
･
同

和
問

題
研

修
会

令
和

５
年

度

認
知

症
キ

ャ
ラ

バ
ン

･
メ

イ
ト

連
絡

会

令
和

５
年

度

介
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
者

等
に

係
る

集
団

指
導

（
ﾍ
ﾙ
ﾌ
ﾟ
）

令
和

５
年

度
 
介

護
実

習
連

絡
協

議
会

【
西

九
州

大
学

短
期

大
学

部
】

令
和

５
年

度

介
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
者

等
に

係
る

集
団

指
導

（
ﾃ
ﾞ
ｲ
）

令
和

５
年

度

介
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
者

等
に

係
る

集
団

指
導

（
有

老
）

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

令
和

５
年

度
 
危

機
管

理
研

修
会

（
w
e
b
）

初
心

者
向

け
！

I
n
s
t
a
g
r
a
m
活

用
セ

ミ
ナ

ー

佐
賀

市
令

和
５

年
度

 
第

１
回

福
祉

の
お

仕
事

合
同

就
職

面
談

会
高

齢
者

福
祉

施
設

等
感

染
症

対
策

研
修

会

「
高

齢
者

福
祉

施
設

等
に

お
け

る

感
染

対
策

に
つ

い
て

」
9
/
5

9
/
5

令
和

５
年

度

全
国

労
働

衛
生

週
間

説
明

会

介
護

職
員

就
職

面
接

会

【
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
】

西
九

州
短

期
大

学
 
令

和
6
年

度
入

学
予

定
の

留
学

生
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
施

設
ご

応
募

施
設

様
対

象
(
佐

賀
県

介
護

福
祉

士
修

学
貸

付
金

保
証

施
設

)
抽

選
会

看
護

職
員

連
絡

会
（

w
e
b
）

施
設

外
研

修
施

設
外

研
修

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

令
和

５
年

度
 
介

護
職

員
等

に
よ

る
喀

痰
吸

引
等

実
施

の

た
め

の
研

修
(
不

特
定

)
指

導
者

ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
講

習

特
定

給
食

施
設

栄
養

管
理

従
事

者
研

修
会

（
w
e
b
）

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

令
和

５
年

度
 
第

３
回

 
人

材
育

成
委

員
会

（
w
e
b
）

老
施

協
 
次

世
代

部
会

・
生

活
相

談
員

連
絡

会

合
同

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

（
w
e
b
）

「
介

護
の

日
」

相
談

会

ｽ
ﾁ
ｺ
ﾝ
使

い
こ

な
し

が
学

べ
る

！

ｸ
ﾘ
ｽ
ﾏ
ｽ
ﾒ
ﾆ
ｭ
ｰ
と

ｱ
ﾚ
ﾙ
ｷ
ﾞ
ｰ
対

応
の

お
や

つ
i
n
福

岡

佐
賀

市

6
/
2
3

6
/
2
3

佐
賀

市

6
/
2
5

6
/
2
5

令
和

５
年

度

県
内

高
校

生
等

の
保

護
者

の
た

め
の

県
内

企
業

合
同

説
明

会

佐
賀

市

7
/
2
0

7
/
2
0

佐
賀

市
令

和
５

年
度

佐
賀

県
経

営
協

セ
ミ

ナ
ー

（
前

期
）

7
/
3
1

7
/
3
1

7
/
3
1

7
/
3
1

佐
賀

県
社

会
福

祉
法

人
経

営
者

協
議

会

令
和

５
年

度
「

第
１

回
総

会
」

佐
賀

市

嬉
野

市
令

和
５

年
度

要
介

護
認

定
調

査
員

現
任

研
修

会
1
2
/
8

1
2
/
8

鹿
島

市
第

3
3
回

古
枝

ふ
れ

あ
い

ま
つ

り
1
2
/
1
0

1
2
/
1
0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開
始
日

終
了
日

職
種

参
加
者

場
所

開
始
日

終
了
日

職
種

参
加
者

場
所

1
2
/
1
9

1
2
/
1
9

居
宅

主
任

介
護

支
援

専
門

員
森

 
均

佐
賀

市
理

事
長

住
江

 
潤

子

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部
 部

長
小

池
 
幸

男

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

介
護

部
 部

長
小

池
 
幸

男
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部

介
護

フ
ロ

ア
リ

ー
ダ

ー
浦

 
伊

津
美

理
事

長
住

江
 
潤

子
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部

介
護

フ
ロ

ア
リ

ー
ダ

ー
島

 
洋

平

副
理

事
長

住
江

 
一

郎
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部

介
護

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

増
山

 
豊

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
2
/
9

2
/
9

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
鹿

島
市

法
人

本
部

本
部

長
田

雑
 
秀

晴
2
/
9

2
/
9

副
理

事
長

住
江

 
一

郎
好

日
の

園

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

サ
ン

テ
 管

理
者

永
渕

 
修

平
2
/
9

2
/
9

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
熊

本
 
さ

ゆ
り

大
手

門

事
業

本
部

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

訪
問

介
護

員
岩

田
 
正

子
2
/
1
3

2
/
1
3

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

サ
ン

テ
 介

護
職

員
中

島
 
一

美
大

手
門

事
業

本
部

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
熊

本
 
さ

ゆ
り

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

入
居

者
生

活
支

援
部

 部
長

小
池

 
浩

文

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

サ
ン

テ
 管

理
者

永
渕

 
修

平
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

入
居

者
生

活
支

援
部

生
活

相
談

員
武

藤
 
朋

美

有
料

老
人

ホ
ー

ム
太

陽
 
管

理

者

介
護

支
援

専
門

員

光
武

 
聖

太
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部

介
護

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

長
野

 
和

枝

1
/
2
1

1
/
2
1

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

介
護

部

介
護

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

増
山

 
豊

佐
賀

市
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部
 介

護
職

員
山

本
 
美

咲

食
管

理
部

 課
長

管
理

栄
養

士
武

村
 
美

穂
2
/
1
5

2
/
1
5

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
鹿

島
市

食
管

理
部

 主
任

管
理

栄
養

士
一

ノ
瀬

 
穂

波
2
/
1
5

2
/
1
5

入
居

者
生

活
支

援
部

 
主

任

兼
 
人

材
部

外
国

人
担

当
 
主

任
渕

野
 
美

由
紀

好
日

の
園

1
/
2
6

1
/
2
6

法
人

本
部

人
財

部
 部

長
中

山
 
優

子
佐

賀
市

2
/
2
0

2
/
2
0

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

サ
ン

テ
 管

理
者

永
渕

 
修

平
大

手
門

事
業

本
部

居
宅

 課
長

（
管

理
者

）

主
任

介
護

支
援

専
門

員
田

﨑
 
留

美
副

理
事

長
住

江
 
一

郎

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
熊

本
 
さ

ゆ
り

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成

2
/
3

2
/
3

居
宅

 課
長

（
管

理
者

）

主
任

介
護

支
援

専
門

員
田

﨑
 
留

美
鹿

島
市

2
/
2
2

2
/
2
2

法
人

本
部

本
部

長
田

雑
 
秀

晴
武

雄
市

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
好

日
の

園
入

居
者

生
活

支
援

部
 
主

任

兼
 
人

材
本

部
外

国
人

担
当

 
主

任
渕

野
 
美

由
紀

居
宅

 課
長

（
管

理
者

）

主
任

介
護

支
援

専
門

員
田

﨑
 
留

美
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

入
居

者
生

活
支

援
部

生
活

相
談

員
武

藤
 
朋

美

居
宅

主
任

介
護

支
援

専
門

員
森

 
均

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
谷

口
 
智

恵
子

2
/
5

2
/
5

法
人

本
部

総
務

部
 部

長
藤

井
 
宏

武
好

日
の

園
有

料
老

人
ホ

ー
ム

太
陽

 
管

理

者

介
護

支
援

専
門

員

光
武

 
聖

太

2
/
6

2
/
6

法
人

本
部

人
財

部
 部

長
中

山
 
優

子
鹿

島
市

2
/
2
8

2
/
2
8

居
宅

 課
長

（
管

理
者

）

主
任

介
護

支
援

専
門

員
田

﨑
 
留

美
鹿

島
市

2
/
6

2
/
6

居
宅

主
任

介
護

支
援

専
門

員
森

 
均

嬉
野

市
3
/
4

3
/
4

入
居

者
生

活
支

援
部

 
主

任

兼
 
人

材
本

部
外

国
人

担
当

 
主

任
渕

野
 
美

由
紀

好
日

の
園

2
/
6

2
/
6

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
好

日
の

園
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

サ
ン

テ
 介

護
職

員
寺

山
 
美

咲
大

手
門

事
業

本
部

開
始
日

終
了
日

職
種

参
加
者

場
所

開
始
日

終
了
日

職
種

参
加
者

場
所

3
/
5

3
/
5

副
理

事
長

住
江

 
一

郎
東

京

3
/
7

3
/
7

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
好

日
の

園

3
/
8

3
/
8

法
人

本
部

本
部

長
田

雑
 
秀

晴
武

雄
市

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成

居
宅

 課
長

（
管

理
者

）

主
任

介
護

支
援

専
門

員
田

﨑
 
留

美

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
谷

口
 
智

恵
子

理
事

長
住

江
 
潤

子

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成

3
/
1
5

3
/
1
5

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
好

日
の

園

3
/
2
7

3
/
2
7

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
鹿

島
市

3
/
2
8

3
/
2
8

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

入
居

者
生

活
支

援
部

 部
長

小
池

 
浩

文
好

日
の

園

3
/
1
3

佐
賀

市

佐
賀

女
子

短
期

大
学

令
和

５
年

度
 
卒

業
式

3
/
1
4

3
/
1
4

佐
賀

市

3
/
1
3

1
/
1
6

1
/
1
6

1
2
/
2
2

1
2
/
2
2

1
/
1
9

研
修
名

施
設

外
研

修

研
修
名

施
設

外
研

修

令
和
５
年
度

2
/
2
2

人
事

担
当

者
向

け
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ミ

ナ
ー

【
合

説
出

展
セ

ミ
ナ

ー
 ～

応
援

に
つ

な
げ

る
に

は
～

】
（

we
b）

令
和

５
年

度
 
事

業
者

研
修

会

令
和

５
年

度

社
会

福
祉

法
人

役
員

等
研

修
会

（
w
e
b
）

令
和

５
年

度
 
在

宅
医

療
多

職
種

連
携

推
進

研
修

会

「
在

宅
診

療
に

お
け

る
多

職
種

連
携

の
具

体
例

と
取

り
組

み
に

つ
い

て
」

（
w
e
b
）

鹿
島

市

佐
賀

市

在
宅

に
お

け
る

高
齢

者
虐

待
防

止
と

家
族

支
援

の

た
め

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
会

（
w
e
b
）

2
/
2
0

事
務

長
事

務
職

員
連

絡
会

（
w
e
b
）

佐
賀

市

好
日

の
園

令
和

５
年

度
 
第

４
回

生
活

相
談

員
連

絡
会

合
同

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

（
w
e
b
）

2
/
2
2

2
/
2
2

鹿
島

市
第

3
2
回

 
ゆ

う
あ

い
公

開
セ

ミ
ナ

ー

～
多

職
種

か
ら

学
ぶ

摂
食

･
嚥

下
サ

ポ
ー

ト
～

令
和

６
年

度

障
害

者
雇

用
納

付
金

制
度

事
務

説
明

会

2
/
2
2

鹿
島

商
工

会
議

所

鹿
島

市
企

業
説

明
会

令
和

５
年

度
 
第

３
回

鹿
島

市
地

域
ケ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
嬉

野
市

内
の

医
療

･福
祉

施
設

等
を

対
象

と
し

た

多
職

種
連

携
研

修
会

「
災

害
に

つ
い

て
考

え
よ

う
」

令
和

５
年

度

技
能

実
習

責
任

者
講

習
（

w
e
b
）

福
祉

w
e
b
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
 
介

護
の

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｪ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾅ
ﾙ
が

解
説

！
報

酬
改

定
か

ら
読

み
解

く

介
護

業
界

の
今

後
介

護
報

酬
改

定
を

踏
ま

え
た

介
護

事
業

経
営

の
戦

略

（
w
e
b
）

2
0
2
3
年

度
 
第

５
回

介
護

福
祉

士
実

習
指

導
者

講
習

会
①

②
③

（
w
e
b
）

3
/
4
・

3
/
1
9
・

3
/
2
6

施
設

外
研

修
施

設
外

研
修

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

研
修
名

研
修
名

介
護

現
場

に
お

け
る

生
産

性
向

上
推

進
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

令
和

５
年

度
 
第

４
回

 
人

材
育

成
委

員
会

佐
賀

県
セ

ミ
ナ

ー
開

催

佐
賀

型
賃

金
U
P
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
補

助
金

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ

介
護

保
険

制
度

改
正

等
研

修
会

令
和

５
年

度

佐
賀

県
老

施
協

介
護

保
険

法
改

正
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
（

w
e
b
）

令
和

５
年

度

鹿
島

市
要

保
護

者
等

対
策

地
域

協
議

会
代

表
者

会
議

認
知

症
介

護
指

導
者

会
議

（
w
e
b
）

1
/
4

令
和
５
年
度 1
/
4

令
和

５
年

度

ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
職

員
等

研
修

会
･
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
会

議

令
和

５
年

度

介
護

職
種

の
技

能
実

習
指

導
員

講
習

令
和

５
年

度

高
齢

者
虐

待
防

止
部

会
【

実
務

者
会

議
】

令
和

５
年

度
 
第

５
回

佐
賀

県
老

人
福

祉
施

設
研

究
発

表
会

令
和

５
年

度

実
務

研
修

実
習

指
導

者
研

修
会

好
日

の
園

1
/
1
9

2
/
2
0

鹿
島

市

「
自

立
支

援
型

地
域

ケ
ア

個
別

会
議

」

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

居
宅

介
護

支
援

令
和

５
年

度

居
宅

介
護

支
援

事
業

事
業

者
研

修
会

佐
賀

県
国

際
課

主
催

　
「

外
国

人
と

共
に

働
く

県
内

企
業

の
取

り
組

み
事

例
を

聞
い

て
今

後
の

企
業

の
多

文
化

を
語

ろ
う

」
セ

ミ
ナ

ー

全
国

青
年

会

法
人

経
営

･
事

業
展

開
検

討
委

員
会

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
（

第
２

回
）

経
営

者
必

見
！

今
後

の
食

事
提

供
を

考
え

る
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ

～
物

価
高

騰
に

人
手

不
足

…
直

営
？

委
託

？
次

の
一

手
を

考
え

る
～

（
w
e
b
）

佐
賀

県
介

護
支

援
専

門
員

協
議

会

伊
西

地
区

支
部

研
修

会

佐
賀

県
地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
基

金
事

業

「
介

護
保

険
制

度
改

定
に

備
え

よ
う

」

（
w
e
b
）

好
日

の
園

鹿
島

市

2
/
1
4

よ
う

こ
ク

リ
ニ

ッ
ク

皮
膚

科
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

説
明

会
鹿

島
市

令
和

５
年

度
 佐

賀
県

介
護

労
働

環
境

改
善

支
援

事
業

介
護

職
場

環
境

改
善

セ
ミ

ナ
ー

 第
２

弾
 第

７
回

介
護

現
場

で
の

生
産

性
の

向
上

と

DX
(ﾃ

ﾞｼ
ﾞﾀ

ﾙﾄ
ﾗﾝ

ｽﾌ
ｫｰ

ﾒｰ
ｼｮ

ﾝ)
の

導
入

九
社

連
 
老

施
協

特
養

部
会

セ
ミ

ナ
ー

（
w
e
b
）

鹿
島

市
令

和
６

年

新
年

賀
詞

交
換

会

1
/
2
2

1
/
2
2

好
日

の
園

佐
賀

市
佐

賀
県

介
護

支
援

専
門

員
協

議
会

特
別

研
修

会
1
/
2
7

1
/
2
7

2
/
3

2
/
3

大
手

門

事
業

本
部

2
/
7

2
/
7

令
和

５
年

度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

セ
ミ

ナ
ー

一
歩

先
の

成
功

事
例

に
学

ぶ
！

～
自

立
支

援
×

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

活
用

の
最

前
線

～

（
w
e
b
）

鹿
島

市
介

護
支

援
専

門
員

情
報

交
換

会
に

お
け

る
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

説
明

会
2
/
1
4

2
/
1
4

2
/
1
4



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コロナ禍において、外部会議・研修等は中止、もしくはオンラインでの開催が多くなって 

いた。しかし、集合（対面）も再開され、その会議・研修の性質により適切な開催方法が 

取られるようになった。参加の機会も拡大してきており、令和 5年度はより多くの会議・研修

へ参加することができた。  
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開
始
日

終
了

日
職
種

参
加

者
場
所

開
始

日
終
了

日
職

種
参
加

者
場

所

1
2
/
1
9

1
2
/
1
9

居
宅

主
任

介
護
支

援
専
門

員
森

 
均

佐
賀

市
理

事
長

住
江

 
潤

子

総
施
設

長
乙

坂
 
紀

成
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部
 部

長
小

池
 
幸

男

特
別

養
護
老

人
ホ
ー

ム

介
護

部
 部

長
小

池
 
幸

男
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部

介
護

フ
ロ

ア
リ

ー
ダ

ー
浦

 
伊

津
美

理
事

長
住

江
 
潤

子
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部

介
護

フ
ロ

ア
リ

ー
ダ

ー
島

 
洋

平

副
理
事

長
住

江
 
一

郎
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部

介
護

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

増
山

 
豊

総
施
設

長
乙

坂
 
紀

成
2
/
9

2
/
9

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
鹿

島
市

法
人
本

部

本
部

長
田

雑
 
秀

晴
2
/
9

2
/
9

副
理

事
長

住
江

 
一

郎
好

日
の

園

デ
イ

サ
ー

ビ
ス
セ

ン
タ

ー

サ
ン
テ

 管
理

者
永

渕
 
修

平
2
/
9

2
/
9

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
熊

本
 
さ

ゆ
り

大
手

門

事
業

本
部

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ
サ

ー
ビ

ス

訪
問
介

護
員

岩
田

 
正

子
2
/
1
3

2
/
1
3

デ
イ

サ
ー

ビ
ス
セ

ン
タ

ー

サ
ン

テ
 介

護
職

員
中

島
 
一

美
大

手
門

事
業

本
部

居
宅

介
護

支
援

専
門
員

熊
本

 
さ

ゆ
り

特
別

養
護

老
人
ホ

ー
ム

入
居

者
生

活
支

援
部

 部
長

小
池

 
浩

文

デ
イ

サ
ー

ビ
ス
セ

ン
タ

ー

サ
ン
テ

 管
理

者
永

渕
 
修

平
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

入
居

者
生

活
支

援
部

生
活

相
談

員
武

藤
 
朋

美

有
料

老
人

ホ
ー

ム
太

陽
 
管

理

者

介
護

支
援

専
門

員

光
武

 
聖

太
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部

介
護

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

長
野

 
和

枝

1
/
2
1

1
/
2
1

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

介
護

部

介
護

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

増
山

 
豊

佐
賀

市
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

介
護

部
 介

護
職

員
山

本
 
美

咲

食
管
理

部
 課

長

管
理
栄

養
士

武
村

 
美

穂
2
/
1
5

2
/
1
5

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成
鹿

島
市

食
管
理

部
 主

任

管
理
栄

養
士

一
ノ

瀬
 
穂

波
2
/
1
5

2
/
1
5

入
居

者
生

活
支

援
部

 
主

任

兼
 
人

材
部

外
国

人
担

当
 
主

任
渕

野
 
美

由
紀

好
日

の
園

1
/
2
6

1
/
2
6

法
人
本

部

人
財

部
 部

長
中

山
 
優

子
佐

賀
市

2
/
2
0

2
/
2
0

デ
イ

サ
ー

ビ
ス
セ

ン
タ

ー

サ
ン

テ
 管

理
者

永
渕

 
修

平
大

手
門

事
業

本
部

居
宅
 課

長
（

管
理

者
）

主
任

介
護
支

援
専
門

員
田

﨑
 
留

美
副

理
事
長

住
江

 
一

郎

居
宅

介
護

支
援

専
門
員

熊
本

 
さ

ゆ
り

総
施

設
長

乙
坂

 
紀

成

2
/
3

2
/
3

居
宅
 課

長
（

管
理

者
）

主
任

介
護
支

援
専
門

員
田

﨑
 
留

美
鹿

島
市

2
/
2
2

2
/
2
2

法
人

本
部

本
部

長
田

雑
 
秀

晴
武

雄
市

総
施
設

長
乙

坂
 
紀

成
好

日
の

園
入

居
者

生
活

支
援

部
 
主

任

兼
 
人

材
本

部
外

国
人

担
当

 
主

任
渕

野
 
美

由
紀

居
宅
 課

長
（

管
理

者
）

主
任

介
護
支

援
専
門

員
田

﨑
 
留

美
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

入
居

者
生

活
支

援
部

生
活

相
談

員
武

藤
 
朋

美

居
宅

主
任

介
護
支

援
専
門

員
森

 
均

居
宅

介
護

支
援

専
門

員
谷

口
 
智

恵
子

2
/
5

2
/
5

法
人
本

部

総
務

部
 部

長
藤

井
 
宏

武
好

日
の

園
有

料
老

人
ホ

ー
ム

太
陽

 
管

理

者

介
護

支
援

専
門

員

光
武

 
聖

太

2
/
6

2
/
6

法
人
本

部

人
財

部
 部

長
中

山
 
優

子
鹿

島
市

2
/
2
8

2
/
2
8

居
宅
 課

長
（

管
理

者
）

主
任

介
護

支
援
専

門
員

田
﨑

 
留

美
鹿

島
市

2
/
6

2
/
6

居
宅

主
任

介
護
支

援
専
門

員
森

 
均

嬉
野

市
3
/
4

3
/
4

入
居

者
生

活
支

援
部

 
主

任

兼
 
人

材
本

部
外

国
人

担
当

 
主

任
渕

野
 
美

由
紀

好
日

の
園

2
/
6

2
/
6

総
施
設

長
乙

坂
 
紀

成
好

日
の

園
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

サ
ン

テ
 介

護
職

員
寺

山
 
美

咲
大

手
門

事
業

本
部

開
始
日

終
了

日
職
種

参
加

者
場
所

開
始

日
終
了

日
職

種
参
加

者
場

所

3
/
5

3
/
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○施設内研修実績 

実施日 内容 講師/担当 

４/13・19 腰痛予防研修 （写真１） 天心堂志田病院 宮﨑裕一郎氏 

４/15 採用者研修：職員としての心得・就業規則 乙坂紀成 

４/19 採用者研修：食事と栄養 武村美穂 

４/23 採用者研修：防火対策 倉崎 光 

４/26 採用者研修：高齢者虐待防止・身体拘束規定 中山優子 

５/６,12 7/14,17,18 感染症研修 中山優子 

５/21,29 6/1 身体拘束適正化・高齢者虐待防止 中山優子 

５/22 リスク・事故発生防止 小池幸男 

５/25 防火避難訓練 倉崎 光 

５/30 採用者研修：医療ケア研修 田島如美 

７/27 11/21 排泄ケア研修 （写真２） ユニ・チャーム 松尾 友里氏 

８/21 緊急時の対応 伊東聡、井手律子 

９/18 褥瘡予防研修 坂井希美 

９/20 感染症、食中毒発生・蔓延防止研修 田島如美、金澤真紀 

９/26 防火避難訓練 倉崎 光 

10/23 接遇マナー研修 原 摩利香氏 

11/５,８,９ ハラスメント研修 乙坂紀成 

11/９,10,15,16,20,21,22,24 たん吸引研修（手技確認） 田島如美、坂井希美、伊東聡 

12/26 感染症、食中毒発生・蔓延防止研修 金澤真紀 

２/９ 一次救命処置研修 （写真３） 杵藤地区広域市町村圏組合鹿島消防署 

２/14 排泄ケア研修 ユニ・チャーム 松尾 友里氏 

２/19 看取り・終末期ケア 伊東聡、井手律子 

２/27 身体拘束適正化・高齢者虐待防止 小池幸男 

３/18 リスク・事故発生防止 小池幸男 

３/18 褥瘡予防研修 森田真理子、山﨑優美 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 1）腰痛予防研修                   （写真 3）一次救命処置研修                      

  

                       （写真 2）排泄ケア研修 
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○令和 5年度 特別養護老人ホーム実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新規入居者入居前利用サービス等   ○入居前入院医療機関 
ｎ=26                          ｎ=12 

  

 

 

 

 

 

 

○退居理由          ○長期入院による退居時の入院先医療機関名 
ｎ=33                    ｎ=11                    
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入居前施設等 人数 

医療機関（入院） 12 

有料老人ホーム（太陽・宅老所含む） 7 

好日の園ショートステイ 4 

グループホーム 2 

その他の居宅サービス利用（在宅） 1 

医療機関名 人数 

志田病院 5 

犬塚病院 3 

別府整形 1 

有島病院 1 

納富病院 1 

白石共立病院 1 

退居理由 人数 

死亡 20 

長期入院 11 

他施設 2 

医療機関名 人数 

犬塚病院 ３ 

織田病院 3 

志田病院 1 

納富病院 1 

樋口病院 1 

嬉野医療センター 1 

長崎医療センター １ 

シ 　 ョ 　 ー 　 ト 　 ス　 テ 　 イ

入居者数

平均 日数 平均

４月 4 5 107 61 2

５月 4 1 107 54 1.74

６月 2 3 108 124 4.1

７月 0 0 108 119 3.83

８月 1 2 108 103 3.32

９月 5 5 107 136 4.53

１０月 4 3 106 52 1.67

１１月 1 3 106 78 2.6

１２月 2 2 106 128 4.12

１月 1 4 104 117 3.77

２月 1 3 101 81 2.79

３月 1 2 101 86 2.77

26 33 105.75 1139 3.1

特　養

入居 退居
入院

特別養護老人ホーム 好日の園 

/好日の園短期入所サービス 

 

令和 5 年度の新規入居者は 26 人、退居者は

33 人と退居者が上回った。4 月に定床化によ

り長期入居を定員 107 人から 117 人へ。一方

でショートステイを定員 22 人から 10 人へと

変更。それに伴い、長期でショートステイご

利用・ご希望の方を優先的に長期入居へ移行

しご入居者を確保した。 

 



○短期入所（ショートステイ）実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規ショート受入は 27人と前年度の 55人と比べ減少。廃止は 21人で前年度 29人に比べ減少。 

新型コロナウイルス感染症 5 類移行に伴い、家族の外出機会が増え、ショート利用者も増加した

が、その時のみの利用が多く、定期的な利用に繋がる事は少なかった。 

 

○総実績・1 日平均利用者数比較（長期入居者数＋ショートステイ利用者－入院者数）   （人） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

5年度 109 110 108 108 111 108 109 110 107 105 105 102 

4年度 111 108 115 114 116 117 112 110 114 113 111 110 

3年度 105 104 101 101 104 102 107 106 107 108 103 112 

 

・令和 5 年度より定床化で長期入居定員が 10 床増加したものの、長期入居者数の平均は令和 4 年

度と大差なかった。 

・一方で、入院者数は増加（前年度比 136％）。 

・ショートステイは 22床から 12床へ 54％減少した分だけ実績も 52％減少している。 

・結果、4年度と比べると総実績は減少した。 
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実人数 日数 実人数 日数 実人数 日数 実人数 日数 実人数 日数 実人数 日数 実人数 日数 実人数 日数 実人数 日数 平均

４月 0 0 0 0 3 9 4 61 2 18 3 30 1 6 0 0 13 124 4.13 2 5

５月 0 0 0 0 2 45 5 37 1 14 3 62 0 0 0 0 11 158 5.09 1 2

６月 1 1 0 0 3 42 5 38 1 12 2 34 0 0 0 0 12 127 4.23 0 1

７月 1 3 0 0 3 25 4 40 1 8 4 32 0 0 0 0 13 108 3.48 3 1

８月 1 4 1 3 5 49 9 45 3 24 5 57 0 0 0 0 24 182 5.87 4 0

９月 0 0 0 0 6 57 7 46 2 20 2 40 0 0 0 0 17 163 5.43 2 3

１０月 0 0 0 0 4 29 6 43 3 17 4 49 0 0 0 0 17 138 4.45 3 0

１１月 0 0 0 0 5 45 7 78 2 16 4 54 0 0 0 0 18 193 6.43 2 0

１２月 0 0 0 0 5 43 7 65 3 23 3 21 0 0 0 0 18 152 4.9 3 3

１月 0 0 0 0 5 39 5 62 3 27 3 26 0 0 0 0 16 154 4.96 2 0

２月 1 4 0 0 4 33 7 63 4 50 4 47 0 0 0 0 20 197 6.79 4 4

３月 0 0 0 0 5 34 7 48 1 9 2 16 0 0 0 0 15 107 3.45 1 2

4 12 1 3 50 450 73 626 26 238 39 468 1 6 0 0 194 1803 59.21 27 21

新規 廃止
要介護４ 要介護５ 障害 合計

シ　ョ　ー　ト　ス　テ　イ
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３



○年間行事・イベント等 

日時 内容 

４月１日～２日 お花見（桜） 

６月 14日～27日 あじさいドライブ 

８月 10日 初盆供養 

８月 15日 精霊流し 

９月 18日 敬老の日 

10月 31日～11月７日 お花見（コスモス） 

１月１日 元旦 

３月 27日～31日 お花見（菜の花・桜） 

 

・感染症対策にて十分な実施ができなかった。またユニットのご利用者様の状況等で各ユニット 

での行事の実施ができなかった。 

・敬老会については例年地区の方たちが踊りの披露に来園頂いていたが、ここ数年感染症対策に

て開催されず。今年度久々に敬老会（古枝地区）開催となるも、好日の園への来園が難しいと

いうご報告あり。今後の敬老の日の実施についても検討が必要。 

・その他散歩や外気浴等随時実施している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 



普通 一口大 刻み 極刻み ブレンダー

14 2 2 0 0 18

2 0 2 0 0 4

0 0 2 0 0 2

16 2 6 0 0 24

一般食

療養食（減塩食塩分6ℊ）

療養食（減塩食塩分5ℊ）

合計

食事形態
合計

 

Ⅰ 梅生会における食事の提供形態と食数（R6,3,31） 

 個々の状態に合わせた食事を提供する為、古枝事業所では 63 通り、大手門事業所では 15 通り

の食種・形態での提供を可能としている。 

 

【古枝事業本部（特別養護老人ホーム好日の園）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大手門事業本部（介護付有料老人ホーム太陽）】 

 

 

 

 

 
サンテや配食においてもご利用者の状態に合わせた食事形態での提供を行っている。 
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普通 刻み ソフトⅠ ソフトⅡ ソフトⅢ ゼリー 半流動 流動 経管

一般食 17 18 14 6 0 1 0 0 5 61

療養食（減塩食 塩分6ℊ） 2 9 6 0 0 0 1 0 0 18

療養食（減塩食 塩分5ℊ） 1 3 1 1 0 0 0 1 0 7

療養食（糖尿病食A） 0 3 2 0 1 0 0 0 0 6

療養食（糖尿病食B） 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4

療養食（糖尿病食B減塩食塩分6ℊ） 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3

療養食（糖尿病食B減塩食塩分5ℊ） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合計 21 40 23 7 1 1 1 1 5 100

食事形態　（絶食は含まず）
合計

食管理部（古枝・大手門） 

 梅生会では設立以来一貫して、手作りの食事の提供を続けていた。しかし、令和 5 年の 6 月

より、人員の調整がつかず、完調品や外部サービスを導入せざるを得ない状態となった。当初

導入した M 社ではスポット利用が出来ない使い勝手の悪さと、味・品質の問題から 12 月より K

社へと変更。現在では K 社製品も併用しながら、できる限り手作りでの提供も行っており、調

理済食材をうまく活用すべきものと捉え食事の提供を行っている。 

高齢の皆様にとって「食べること」は楽しみや生きがいの上から重要である一方で、口腔や

摂食・嚥下の問題、疾患や身体機能の低下、認知・精神面からくる食欲の低下等様々な要因に

より、食事摂取量が低下し低栄養状態に陥りやすくなる。食管理部では、ご利用者様お一人お

一人の状態に合わせて、おいしく安全に口から食べていただく事を多職種で支援する「栄養ケ

アマネジメント」に取り組み、低栄養の早期把握とその予防・改善、ADL・QOL の維持向上につ

ながるよう支援を行っていく。 



Ⅱ 令和 5 年度 イベント食一覧 

 

 

 

 

 令和 5 年度も一年を通して様々なイベント食の提供を行った。食事を通して季節を感じていた

だけるよう、令和 6年度も引き続きイベント食の提供を行っていく。 
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4月 開園記念日 10月 ハロウィン

5月 端午の節句 11月 秋の味覚

6月 紫陽花 12月 クリスマス／冬至／大晦日

7月 七夕／土用の丑の日 1月 おせち／七草がゆ／鑑開き／二十日正月

8月 お盆／土用の丑の日 2月 節分／バレンタイン

9月 防災の日／敬老の日／お彼岸／お月見 3月 桃の節句／お彼岸

備考 誕生日メニュー（古枝毎月15日／大手門毎月1日）



 

 

   令和５年度は４月に最大 6室の空室を抱えてのスタートとなった。その後、入退居を繰り返しなが 

らも、徐々に入居していただいた。年間８人の方が退居されたが、１１人の入居があり、年度後半には 

退居の方が出てもコンスタントに入居して頂くことができた。 

入院による空室は年間で 400日となり、令和４年度の 690日より減少したが、目標としていた

250日以内には届いていない。退居や入院が思うように減少しない背景として、既に入居している 

ご利用者様の高齢化と重度化、新たに入居される方の高齢化が考えられる。随時入居のご相談を 

頂くが「今すぐ入りたい」と言う方が多く、その時に空室が無ければ 

待機者とならず別の施設入居を選ぶ方が多く、待機者の増加の 

繋がっていない。 

引続き、太陽の強みである「全国どこからでも入居可能」「自立 

・要支援からの入居が可能」「街中で自由な生活が可能（無理な併設 

サービスの利用なし）」を活かし、営業活動を強化していきたい。 

○年間活動実績 
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月 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計
入退居による

空室日数

入院による

空室日数

4 137 60 180 197 90 0 0 664 92 21

5 109 62 182 214 93 23 0 683 95 8

6 96 60 180 180 63 16 0 595 110 41

7 124 62 186 186 73 22 0 653 112 29

8 124 93 155 207 62 18 18 677 93 36

9 122 84 150 199 60 32 2 649 68 35

10 155 58 173 231 62 31 0 710 44 47

11 150 79 179 223 60 24 0 715 30 29

12 155 85 186 217 62 31 0 736 31 31

1 155 112 162 234 62 31 0 756 3 38

2 106 139 174 232 35 29 0 715 2 31

3 93 150 155 250 62 25 0 735 44 22

合計 1526 1044 2062 2570 784 282 20 8288 724 368

介護付有料老人ホーム 太陽 

 

入院日・退院日を含まない 



（入居時 要介護度）           ｎ＝11（人） 

（入居前 住所地）            ｎ＝11（人） 

  ○入退居状況 

   【入居】 １１人                         

    紹介元                         

   有島病院  3人               

   志田病院  3人               

   行政(嬉野市）、好日の園居宅、 

済昭園、清涼荘、身内の方  

各 1人 

 

    

【退居】 8人 

    退居理由 

長期入院等  5人 

在宅復帰   2人 

好日の園入居 1人 

 

○入院者状況 
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要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

３ ２ ２ ３ ０ １ ０ 

鹿島市内 鹿島市外 

鹿島 古枝 浜 能古見 七浦 北鹿島 白石町 嬉野市 

２ ２ １ １ １ ０ ３ １ 

6

4
3 3

2

0

2

4

6

8

入院先医療機関 ｎ=18

1

5

7

3

1 1

0

2

4

6

8

入院期間 ｎ=18

令和 5 年度の入居が 11 人、退居が 8 人。入居は要介護 2 までの

方が多く、軽中度者の医療機関退院後の選択肢として紹介され

る事が多い。退居は入院など医療機関への移行が多く、特養へ

の移行は 1人に留まった。 

入院先は織田病院、犬塚病院の順で続き、期間は２～４週間となる方が多かった。入

院の原因は肺炎 8件、骨折 5件と続く。どちらも、 

予防と日頃の健康管理をしっかりと行い、入院に 

至ることなく太陽での生活が継続できるように 

支援を行う必要がある。 



○行事・イベント等実施状況                （人） 

実施月 内容 延べ参加人数 

３～４ お花見・ドライブ 16 

６ 紫陽花見物・ドライブ 17 

７ すいか割り大会 15 

８ 七夕会 17 

９ 敬老の日敬老会 21 

９ 中秋の名月会 19 

10～11 コスモス見物・ドライブ 19 

12 忘年会 22 

２ 節分会 14 

３ ひなまつり 20 

    その他 6 月 夜間を想定した防火避難訓練 

        7 月 運営懇談会 

        10 月 内科健診（志田病院） 

        3 月 内科健診（志田病院）・歯科検診（峰松歯科） 

1 回／月 志田病院よりリハビリ専門職の派遣 

1 回／週 鹿島レクレーション協会より体操・レク 

 

感染状況に配慮をしながらではあったが、年間を通して季節に応じた行事やイベントを 

行った。 

 

○天心堂志田病院様との「リハビリテーションに関する連携協定」 

 

 

 

 

 

  

 

 

 令和 3年 8月より天心堂志田病院様と梅生会（介護付有料老人ホーム太陽）との間で 

「リハビリテーションに関する連携協定」を締結し、月 1回リハビリ専門職の方に来て 

いただいている。単に身体機能の維持だけにとどまらず、活動や参加を含めた生活機能 

全体の向上を目指し、ご利用者様・職員への指導・助言をいただいている。 
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 ○令和 5年度 要介護度・月別の実績推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

○登録者要介護度（R6,3,31） 

 

 

 

                                                     

   

 

  

○曜日別登録者数              （人） 
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曜日 月 火 水 木 金 土

登録者数 31 25 32 24 33 17

0

0

4

9

25

12

13

0 5 10 15 20 25 30

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1

要支援2

要支援1

利用登録者要介護度分布 ｎ＝63

　

実人数 延人員 実人数 延人員 実人数 延人員 実人数 延人員 実人数 延人員 実人数 延人員 実人数 延人員 実人数 延人員 実人数 延人員 実人数 延人員

4 12 47 10 74 22 121 21 255 14 193 3 24 1 5 0 0 39 477 61 598 23.9 25 4 1

5 12 49 12 106 24 155 21 254 16 243 3 22 1 5 0 0 41 524 65 679 25.1 27 4 0

6 12 65 13 111 25 176 18 226 14 217 4 32 1 2 0 0 37 477 62 653 25.1 26 2 1

7 12 45 14 102 26 147 20 229 14 210 3 18 1 6 0 0 38 463 64 610 23.5 26 2 5

8 11 65 12 94 23 159 20 212 13 179 2 14 1 2 0 0 36 407 59 566 21.0 27 1 1

9 12 45 14 105 26 150 20 228 15 215 4 18 1 3 0 0 40 464 66 614 23.6 26 4 5

10 11 42 12 100 23 142 21 209 14 198 4 34 2 20 0 0 41 461 64 603 23.2 26 1 4

11 11 43 11 79 22 122 23 272 11 157 4 44 2 20 0 0 40 493 62 615 23.7 26 3 1

12 11 41 12 85 23 126 24 295 10 147 4 45 1 1 0 0 39 488 62 614 23.6 26 3 2

1 11 43 12 88 23 131 23 279 10 142 4 44 0 0 0 0 37 465 60 596 22.9 26 1 3

2 12 47 12 98 24 145 23 282 9 125 5 44 0 0 0 0 37 451 61 596 23.8 25 0 3

3 13 49 12 93 25 142 25 305 7 122 4 27 0 0 0 0 36 454 61 596 22.9 26 4 5

計 140 581 146 1135 286 1716 259 3046 147 2148 44 366 11 64 0 0 461 5624 747 7340 23.5 312 29 31

1 2 計 1 2 3 4 5

総合事業 介護
合計

稼
働
日
数

計
新
規

廃
止

平
均月

好日の園 デイサービスセンターサンテ 

 

令和 4 年度と比べ、平均利用者数の変動はなくほぼ横ばいで推移。延べ人数についても、前年度

とさほど変わりが無かった。介護度別にみると要介護 3 以上の重度の方の利用が伸びていない。

また、曜日によっても利用実績に差があり、特に火、木、土の利用者数が伸び悩んでいる。 

重度者は減少。要支援～要介護 1 の軽度者

の利用が中心となっている。介護度が上が

るタイミングで施設入所を選択する方が多

くなっており、特養の入居要件である要介

護 3 までいかに在宅生活を支えることがで

きるかが重要である。 



○担当居宅介護支援事業所別（R6,3,31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和 5年度 利用登録廃止の理由 ｎ=31                （人） 

 

 

 

 

 

 

○今後の課題 
  ・平均利用者実績を一日 25 人平均まで底上げをする必要がある。特に利用の少ない曜日の 

利用率を上げるため、各居宅介護支援事業所へのアピールを強化していく。今後は SNS 等の 

媒体も活用できるよう検討していく。 

 ・要介護者が出来るだけ在宅生活を維持し利用につながるよう、ケアマネジャーを中心に 

各関係事業所と連携を図る必要がある。今後医療との連携も密に行っていく必要がある。 

 ・「働きやすい職場作り」を推進し職員体制を強化することで、 

新規加算の取得や利用者獲得につなげていく必要がある。 
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施設(等)入所 
長期入院 死亡 その他 

特養 有料老人ホーム 老健 

６ ６ ３ ８ ４ ４ 

25

3

2

2

1

1

1

1

0 10 20 30

好日の園

ケアプランゆう

志田病院

ゆうあい

犬塚病院

有島病院

嬉野社協

白い石

要介護者居宅別登録者数 ｎ=38

15

3

3

2

2

0 5 10 15 20

鹿島市包括

ゆうあい

志田病院

好日の園

ケアプランゆう

要支援者居宅別登録者数 ｎ=25

 要支援者においては鹿島市包括が直接担当する方が最も多く、民間居宅への委託件数はどの居宅も大差はな

い。要介護者になると好日の園居宅で担当する割合が 65％と群を抜いて多くなる。一方で、白石町や嬉野市の

居宅からも依頼を受けており、他市町への営業活動を行っていく上での足掛かりとなるものである。 

 令和 5 年度の利用登録廃止の理由のトップは施設入所によるもの。前述の通り、介護度が上がるタイミ

ングで施設等へ移行する方が多い。要介護 1・2 の方であっても有料老人ホームの利用を選択する方(家

族)が多く、特養の入所要件となる要介護３までいかに在宅生活を支えることができるかが課題。これは

デイサービス単体でできる事ではなく、他の在宅サービスと一体となり取り組む必要がある。 



 

 

  

○令和 5年度 ホームヘルプサービス利用者介護度別実績集計表 
 

【訪問介護（介護保険）】 

 

 

 

 

 

 

 

【居宅介護（障害）】 
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実人数 実人数 実人数 実人数 実人数 実人数 実人数 実人数

Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4

４月 9 55 45 10 66 82 8 48 124 8 35 26 2 7 4 2 7 0 0 0 13 39 218 294

５月 10 56 64 11 87 77 7 52 134 6 44 39 2 9 5 2 18 0 0 0 8 38 266 327

６月 11 44 77 12 77 59 10 64 115 5 37 33 2 5 9 1 6 6 0 0 0 41 233 299

７月 11 42 58 12 67 71 10 56 113 5 47 39 2 14 8 1 3 9 0 0 0 41 229 298

８月 7 44 65 10 67 91 9 72 63 5 46 40 4 19 10 1 5 10 0 0 0 38 253 279

９月 8 43 55 10 62 60 10 76 89 6 43 50 3 21 8 1 9 4 0 0 0 38 254 266

10月 8 49 68 10 62 60 12 73 48 6 45 87 3 16 9 1 10 5 0 0 0 40 255 277

１１月 8 48 72 11 60 52 13 67 63 6 41 95 3 16 8 1 11 12 0 0 0 42 243 302

１２月 7 37 58 10 59 53 15 68 60 7 35 89 3 16 6 1 19 23 0 0 0 43 234 289

１月 7 29 55 9 53 36 14 86 52 6 41 70 3 15 4 1 4 28 0 0 0 40 228 245

２月 9 41 60 7 43 51 13 101 45 6 44 53 2 15 5 1 8 19 0 0 0 41 252 233

３月 10 41 66 8 52 49 13 115 43 5 40 42 2 15 5 1 14 17 0 0 0 39 277 222

合計 105 529 743 120 755 741 134 878 949 71 498 663 31 168 81 14 114 133 0 0 21 480 2942 3331

要介護５

延べ件数 延べ件数

要介護２

延べ件数

要介護３

延べ件数

要介護４

延べ件数

総合事業 介　護
合　計

延べ件数

支援１

延べ件数

要介護１支援２

延べ件数

実人数 実人数 実人数 実人数 実人数

Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4

４月 1 4 4 2 20 19 0 0 0 0 0 0 3 24 23

５月 1 5 4 2 18 18 0 0 0 0 0 0 3 23 22

６月 1 4 4 2 14 15 0 0 0 0 0 0 3 18 19

７月 1 0 4 2 17 13 0 0 0 0 0 0 3 17 17

８月 1 0 5 2 17 13 0 0 0 0 0 0 3 17 18

９月 1 0 4 2 16 14 0 0 0 0 0 0 3 16 18

１０月 1 1 5 2 17 18 0 0 0 0 0 0 3 18 23

１１月 1 5 4 1 13 17 0 0 0 0 0 0 3 18 21

１２月 1 4 6 1 13 17 0 0 0 0 0 0 2 17 23

１月 1 5 0 1 12 18 0 0 0 0 0 0 2 17 18

２月 1 4 4 1 12 16 0 0 0 0 0 0 2 16 20

３月 1 4 4 1 13 18 0 0 0 0 0 0 2 17 22

合計 12 36 48 24 182 196 0 0 0 0 0 2 218 244

延べ件数

精　神　居　宅 合計児　童　居　宅

延べ件数

身　障　外　出

延べ件数延べ件数 延べ件数

身　障　居　宅

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

合計 20

3 2

6

0 2

22

1

1

2 2

0

0

1 1

3

12

2

新規契約（人）契約終了（人）

3

1 2

3 2

1 1

好日の園 ホームヘルプサービス 

 

令和５年度の介護保険における総訪問件数は、2・3月については前年度を上回ったものの、 

2942 件と、前年度から 389 件マイナスとなった。令和 4 年度より契約終了件数が新規契

約件数を上回る状況となり、総訪問件数は減少してきている。利用者介護度のボリュームゾ

ーンは要支援 1～要介護２の軽度者が中心であり、要介護３までになってくると在宅生活の難

しさから、施設入居を選択する方が多い。 



○利用登録者 地区別人数  

 

 

 

 

 

○令和５年度 新規利用者 居宅介護支援事業所別 

居宅名 ゆうあい 鹿島市包括 好日の園 犬塚病院 

紹介件数 ６ ６ ５ ３ 

 

 

 

○令和５年度 利用契約終了の理由 

終了の理由 人数 

施設入居 １１ 

本人の意向 ５ 

永眠 ３ 

同居となった １ 

サービスの変更 １ 
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利用登録者は鹿島地区が多く、以下七

浦、古枝と続く。能古見地区において

は、配食、居宅等では一定数利用者がい

るものの、ヘルプにおいては 1 件のみと

なっている。七浦においてはご利用者の

口コミで新規ご利用に繋がったケースも 2

件あった。 

令和 5 年度、新規ご利用の方

の担当居宅別ではゆうあい、

鹿島市地域包括支援センター

が多かった。以下好日の園、

犬塚病院と続く。 



 

 

 

○令和 5年度 活動実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新規・終了件数（令和 3年度～令和 5年度の比較） 

 

 

 

  
【新規ケース紹介元別】 

 

 

 

 

【終了ケース理由】 

 

 

 

件数 介１ 介２ 介３ 介４ 介５ 入Ⅰ 入Ⅱ 初回加算 件数 総合事業 介護予防

４月 92 36 34 8 10 4 5 0 3 5 1 4
５月 90 35 33 10 9 3 2 0 7 7 1 6
６月 85 33 33 9 7 3 8 1 3 8 2 6
７月 86 34 33 9 6 4 4 1 2 8 2 6
８月 88 35 30 12 7 4 5 0 0 7 2 5
９月 93 36 31 14 7 5 3 0 6 7 2 5

１０月 95 40 32 11 7 5 7 0 6 7 2 5
１１月 98 43 33 11 6 5 5 0 5 7 2 5
１２月 100 45 36 10 5 4 6 1 6 10 2 8
１月 96 41 34 11 6 4 6 1 1 10 2 8
２月 98 40 35 13 6 4 4 0 4 10 2 8
３月 103 45 35 12 7 4 7 0 8 10 2 8

1,124 463 399 130 83 49 62 4 51 96 22 74

13

13

計 89

4

9

2

3

9

11

令

和

5

年

度

6

5

4

10

１ 居宅介護支援 ２介護予防 ３認定
調査

新規
20
50

令和3年度
令和4年度
令和5年度

終了
46
47
3046

件数

地域包括支援センター 14 鹿島市10　嬉野市4

ご家族より直接依頼 10

医療機関 9 犬塚病院7　志田病院1　町立太良1

他居宅より 7 しんあい3　ゆうあい2　光風荘１　犬塚病院１

サービス事業所より 3 永しまの里、ほっとすまいる、鹿城

在宅復帰 2

職員紹介 1

依頼元 備考

件数

永眠 11

特養入居 8 好日の園６　光風荘１　清涼館1

老健入居 6 ゆうあい３　ふるさとの森３

療養型（医療） 3 高島病院２　有島病院１

有料老人ホーム 2 太陽１　県外１

終了の理由 備考

好日の園 居宅介護支援サービスセンター 

 

居宅介護支援の総実績件数は 1124 件で前年度比 103％となった。介護予防においても前年度比 128％

となり、全体として総担当件数は微増した。特に令和 5 年度後半から増加傾向にある。3 月のペース

で 6 年度実績が残すことができれば、年間事業収入の目標も達成可能である。新規受入れと同時に入

院や施設入所による終了などをいかに抑えることができるかが課題である。 

新規受入れ件数に関しては 46 件

と、令和 4 年度を下回ったもの

の、終了件数を 30 件に抑えるこ

とができ全体の担当件数の底上げ

ができた。新規ケースでは要支援

から要介護認定への移行に伴う包

括からの依頼が最も多かったが、

嬉野からの依頼や、事業所側から

依頼されるケースもある。終了ケ

ースでは永眠を除くと特養入居が

多く、中でも好日特養がトップで

あり、ある程度の役割が果たせて

いると言える。今後医療系サービ

スへの移行を減少させることが必

要となる。 



○利用登録者 地区別人数           ｎ=115 

 

 

 

 

 

 

○ケアプランに位置付けた介護サービス種別    ○通所介護の設置形態 ｎ=84 

（利用率上位のサービスのみ） 
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サービス種別 件数 

通所介護（地域密着型含む） ８４ 

福祉用具貸与 ３８ 

通所リハビリテーション ２８ 

訪問介護 １１ 

短期入所者生活介護 ９ 
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44%
56%

単独 有料老人ホーム併設

鹿島市内では鹿島地区につづき七浦地区が

多くなっている。一方で法人の本拠地の古

枝地区においては 10 件にとどまっており、

足元の地盤固めが必要か。市外では嬉野市

が 12 件と近年増加がみられている。嬉野地

区のケアマネジャー不足も原因ではある

が、嬉野地区での知名度がアップしてい

る。居宅事務所は大手門にあるため、移動

に対する効率は古枝に比べ断然によく幅広

い地域での活動を可能としている。 

ケアプランに位置付けたサービスでは通所介護（地域密着型を含む）が一番多く、以下福祉用具貸与、通

所リハビリテーションと続く。通所介護の内訳は単独で設置されている通所介護は 37 件で全体の 44％に

過ぎず、47 件（56％）の事業所は有料老人ホームや宅老所に併設されたものである。この 47 件の部分が

従来は在宅サービスを利用しながら在宅生活を送っていた層であり、これらの層が軽度のうちから有料等

に入居することで、梅生会の在宅サービス、ひいては特養への入居希望者を減少させる一因となっている

と考えられる。これらに対抗するためには、配食、サンテデイ、ホームヘルプ、さらにショートステイま

で含めた在宅サービスの支援体制の充実、対応力強化が必要である。 

 



 

○令和５年度年間利用実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 5年度 新規・廃止状況 新規  ３８件 （うち障害 3件） 

廃止   ２５件 （うち障害１件）  

・廃止の理由  施設入所  11件 

永眠      4件 

利用意向無  5件 

その他    5件 

・登録者実人員数 高齢   75人 （休止中１８人） 

障害    6人 （休止中 ０人） 
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営業日 委託食数 実費 障害 計
委託

食数平均

実費

食数平均

障害

食数平均

4月 25 438 99 59 596 17.5 4.0 2.4

5月 27 477 102 69 648 17.7 3.8 2.6

6月 26 459 80 69 608 17.7 3.1 2.7

7月 26 484 99 62 645 18.6 3.8 2.4

8月 27 483 101 67 651 17.9 3.7 2.5

9月 26 486 110 47 643 18.7 4.2 1.8

10月 26 518 81 42 641 19.9 3.1 1.6

11月 26 493 67 47 607 19.0 2.6 1.8

12月 26 460 63 45 568 17.7 2.4 1.7

1月 26 463 61 48 572 17.8 2.3 1.8

２月 25 466 60 55 581 18.6 2.4 2.2

３月 26 478 76 62 616 18.4 2.9 2.4

計 312 5705 999 672 7376 219.4 38.4 25.8

好日の園 配食サービス 

 令和 5 年度は、食数全体で 7,000 食を越えることができた。令和 6 年度は、鹿島市の方

針でこれまでの週３回までの利用制限が撤廃され、週６回（月曜日から土曜日まで）の通しの

利用も可能となる。これまで同様、事前審査は必要であるが、 

利用回数の増が期待できる。また、配食容器について、電子レンジ 

対応の新しい容器を鹿島市で購入の予定もあり、新しい容器の 

開始と併せて弁当の内容を充実させ、美味しい食事の配達と 

安否確認を広く行う事で在宅生活の継続を支援していく。 

配食弁当についても「家庭料理」を意識している。栄養バランスを考慮し、多種類の食材を使用。和

洋折衷程よく取り混ぜている。また、他の事業同様に積極的に治療職にも対応している。嗜好にも配

慮し、飽きが来ない工夫をしている。 
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①要介護度別 ｎ=81 （人）

○配食利用者属性等 

 

 

 

②配食利用者介護認定者 60人中（重複あり） 
サンテ 好日ヘルプ 好日居宅 

9人 11人 12人 
配食利用の介護認定者のうち、梅生会のサービ

スと併用している人数は上記のとおり。あくま

で鹿島市の事業であり、市内様々な法人のサー

ビス利用者が併用していることがわかる。 

一方で、配食の利用が必ずしも梅生会の利用に

つながるものでもないともいえる。 

今後、①の自立者と併せ梅生会のサービスを利

用していない方へ、如何に当法人のサービスを

アピールしていくかが課題。 
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③地区別利用者数 ｎ=81 （人）
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➃利用回数 ｎ=81 （人）

実際の自宅（在宅）で生活する方へのサービス

（有料老人ホームなどではない）であるため、

当然に軽度者の利用割合が多い。介護認定を持

たない方の利用も 21 人（25.9％）あり、幅広

い状態像の在宅生活者が利用している。 

鹿島地区の利用者が 46.9％と、群を抜いて多い

が、鹿島市の人口比率を考慮すると妥当な数字

と言える。加えて他地区についても核家族化が

進んだとはいえ、まだ同居率が高く、当事業の

対象である独居、高齢者のみの世帯が鹿島地区

に比べると少ない事、互助による地域の支え合

い等が根付いており、食事の確保や安否確認が

できている事も考えられる。 

とはいえ、他地区においても今後利用対象とな

る高齢者は増加すると思われ、事業を周知して

いく必要がある。 

5 年度まで鹿島市事業の対象となる回数は週 3

回に制限されていた。6 年度から週 3 回の利用

制限が撤廃されたため、週 4～6 回の利用も増加

するとおもわれる。担当 CM や包括との連携に努

め、適切な利用回数となるよう見直しを求める

ことも有効となる。 
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